
 

平
成
二
十
七
年
「
吉
川
英
治
賞
」
決
定
の
お
知
ら
せ 

 

謹
啓 

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

公
益
財
団
法
人
吉
川
英
治
国
民
文
化
振
興
会
に
よ
る
吉
川
英
治
賞
の
報
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
度
の
吉
川
英
治
賞
が
、
左
記
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

敬 

白 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日 

 

講 

談 

社 
 

広 

報 

室 

〇
三
（
五
三
九
五
）
三
四
一
〇   

 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 

◆
第
四
十
九
回 

吉
川
英
治
文
学
賞
【
賞
牌
・
副
賞
参
百
万
円
】 

 

〈
選
考
委
員 

浅
田
次
郎
・
五
木
寛
之
・
北
方
謙
三
・
林
真
理
子
・
平
岩
弓
枝
・
宮
城
谷
昌
光
〉 

  

逢
坂

お
う
さ
か 

剛 ご
う 

氏 

『
平
蔵

へ
い
ぞ
う

狩
り

が

り

』 
 
 
 
 
 

（
文
藝
春
秋
刊
） 

  

◆
第
三
十
六
回 

吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
【
賞
牌
・
副
賞
百
万
円
】 

 

〈
選
考
委
員 

伊
集
院
静
・
大
沢
在
昌
・
恩
田 

陸
・
京
極
夏
彦
・
高
橋
克
彦
〉 

 
 

西
條

さ
い
じ
ょ
う 

奈 な

加 か

 

氏 
 

『
ま
る
ま
る
の
毬 い

が

』 
 

（
講
談
社
刊
） 

  

◆
第
四
十
九
回 

吉
川
英
治
文
化
賞
【
賞
牌
・
副
賞
各
百
万
円
】 

 

〈
選
考
委
員 

阿
川
佐
和
子
・
出
久
根
達
郎
・
堀
田 

力
・
柳
田
邦
男
・
吉
川
英
明
〉 

 

 

遠
藤

え
ん
ど
う 

尚
し
ょ
う

次 じ

 

氏 
 
 
 
 

【
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
遺
骨
収
集
を
二
十
年
以
上
続
け
る
、
抑
留
経
験
者
】 

  

野
口

の

ぐ

ち 

義
弘

よ
し
ひ
ろ 

氏 
 
 
 
 
 
 

【
非
行
少
年
・
少
女
の
雇
用
を
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
続
け
、
そ
の
数
百
二
十
名
余
り
】 

  
 

日
置

ひ

お

き 

英 え
い

剛 ご
う 

氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
半
世
紀
に
わ
た
り
『
新
・
国
史
大
年
表
』
の
執
筆
、
編
纂
を
続
け
る
】 

  
 

 

日
吉

ひ

よ

し 

フ
ミ
コ 

氏 
 

 
 
 

【
水
俣
病
患
者
、
被
害
者
支
援
組
織
を
立
ち
上
げ
、
四
十
七
年
に
わ
た
り
闘
う
】 

 

●
贈
呈
式
は
四
月
十
日
（
金
）
午
後
五
時
か
ら
都
内
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。 


